
 

市
議
会
で
は
、
砂
田
市
議
が
２
０
０
４
年

３
月
議
会
予
算
特
別
委
員
会
に
、
県
が
引
き

下
げ
た
分
を
活
用
し
て
水
道
料
金
を
引
き
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
予
算
修
正
案
を
提

出
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
地
方
自
治
法
上
、
一

人
で
も
修
正
提
案
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
活
用
し
ま
し
た
。
当
時
こ
の
模
様
が

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
実
況
中
継
さ
れ
、
市
民
か
ら

「
表
（
予
算
修
正
提
案
）
を
使
っ
て
の
質
問
は
良

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

   
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
小
矢
部
市

で
は
２
０
０
６
年
に
２
年
前
の
県
水
値
下
げ

分
を
合
わ
せ
て
単
価
１
立
方
メ
ー
ト
ル
10
円
の
値
下

げ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
が
値
下
げ
し
た
分

を
市
民
の
水
道
料
金
値
下
げ
に
ま
わ
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
市
民
の
声
と
運
動
が
政
治
を
変
え
ま
す
。 
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原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
６
月
10
日
、
11
日
小
矢
部
市
を
歩

き
、
倶
利
伽
羅
峠
で
石
川
県
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
今
年
の
平
和
行
進

に
は
日
本
山
妙
法
寺
の
僧
侶
も
参
加
さ
れ
、
そ
の
あ
い
さ
つ
で
「
１
９

５
３
年
一
人
の
僧
侶
が
広
島
か
ら
東
京
へ
原
水
爆
禁
止
を
訴
え
て
歩
き

始
め
た
。
東
京
日
比
谷
公
園
に
着
い
た
と
き
に
は
５
千
人
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
た
」
、
『
被
爆
者
の
願
い
が
世
界
を
動
か
し
て
い
る
」

「
『
核
を
共
有
』
で
は
な
く
『
被
爆
者
の
魂
を
共
有
』
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

あいさつする日本山妙法寺の僧侶＝６月

11日、倶利伽羅峠 

 

 

小
矢
部
市
は
６
月
議
会
に
、
水
道
料
金
１
立
方
メ
ー
ト
ル
３

円
の
値
下
げ
を
提
案
し
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
れ
ば
、
７
月
分
か

ら
値
下
げ
と
な
り
、
基
本
水
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル
で
１
、
５

９
０
円
（
税
抜
価
格
）
と
な
り
ま
す
。 

県
企
業
局
か
ら
水
道
用
水
を
購
入
し
て
い
る
県
西
部
４
市

（
小
矢
部
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
氷
見
市
）
で
今
回
も
値
下

げ
を
す
る
の
は
小
矢
部
市
だ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
市
の
水
道

料
金
は
２
０
０
４
年
の
１
、
８
７
０
円
か
ら
５
回
の
値
下
げ
で

２
８
０
円
安
く
な
り
ま
し
た
（
下
表
参
照
）
。 

県
企
業
局
は
今
年
度
か
ら
責
任
水
量
制
（
県
か
ら
割
り
当
て

ら
れ
た
水
量
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
を
、
２
部
料
金

制
に
改
め
ま
し
た
。
基
礎
水
量
（
一
日
３
１
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
）
の
「
基
本
料
金
（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
60
円
）
」
と
、
使

用
水
量
（
４
、
８
９
９
立
方
メ
ー
ト
ル
）
に
応
じ
て
払
う
「
従

量
料
金
（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
20
円
）
」
の
２
本
立
て
に
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
受
水
費
は
１
、
４
４
７
万
８
千
円
少
な
く

な
り
ま
す
。 

一
方
、
市
は
料
金
値
下
げ
で
年
間
約
６
０
０
万
円
の
減
収
と

な
り
ま
す
。
今
年
度
は
７
月
か
ら
値
下
げ
の
予
定
で
４
５
０
万

円
の
減
収
見
込
み
で
す
。 

  

小
矢
部
市
で
は
２
０
０
３
年
８
月
に
「
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
求

め
る
会
（
代
表
・
八
尾
三
紀
夫
氏
）
」
が
「
水
道
料
金
値
下
げ
署

名
」
運
動
を
始
め
、
12
月
に
は
大
家
市
長
（
当
時
）
に
６
０
０
名
分
の
署

名
を
提
出
し
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
12
月
に
も
１
、
１
１
３
筆
の
署
名
を

提
出
、
さ
ら
に
県
知
事
に
も
高
岡
市
、
氷
見
市
の
住
民
代
表
と
と
も
に

６
、
３
７
１
筆
の
署
名
を
提
出
し
、
値
下
げ
を
働
き
か
け
ま
し
た
。 

  

こ
う
し
た
住
民
運
動
の
盛
り
上
が
り
の
も
と
、
市
議
会
で
は
砂
田
議
員

を
は
じ
め
他
の
議
員
た
ち
も
一
般
質
問
や
委
員
会
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し

た
。
県
知
事
の
「
ま
ち
ま
わ
り
」
（
２
０
０
３
年
10
月
）
で
は
、
大
家
市

長
（
当
時
）
も
知
事
に
値
下
げ
を
求
め
る
な
ど
、
議
会
や
市
あ
げ
て
の
取

り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。
中
沖
知
事
（
当
時
）
が
「
値
下
げ
も
検
討
」
と

述
べ
、
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
は
２
０
０
４
年
、
つ
い
に
県
水
単
価
の
値
下
げ
を
し
ま
し
た
。

史
上
初
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
市
は
水
道
料
金
値
下
げ
を
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
求
め
る
会
」
は
、
２
０
０
５
年
12
月
の

県
企
業
局
と
の
交
渉
で
、
『
県
水
単
価
の
値
下
げ
は
水
道
料
金
値
下
げ
を

期
待
し
た
も
の
だ
』
と
の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

 

  


